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物理学 (生体膜)､物理化学 (界面活性剤)､数学 (極小曲面)など多方面から注目
を集めつつある｡ここで考える膜面においては､そもそも構成分子である界面活
性剤の存在によって界面エネルギーが下がるため､膜面の形態が主に曲率によっ
て支配されていることが特徴的である｡さらに曲げの剛性率はkBTのオーダーで
あるため､膜面の形は熟的揺らぎに対して敏感であり､このような系を統計物理
学の観点から捉えることは大変意義深い｡本研究会においては､このような柔ら
かい界面の系に対して､主に統計物理学の立場からどのような研究がなされたか
についての簡単なレビューを行なった｡
現在までにこの分野では膨大な研究がなされており､また本研究会の性格も
考え合わせて､ここでは詳細な議論には立ち入らず､いくつかの代表的な文献を
挙げておくことにする｡
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